
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐世保市議会議員 田山
た や ま

 藤丸
ふ じ ま る

 

新
た
な
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
一
方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
、
人
々

の
意
識
や
行
動
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
未
来
に

期
待
と
不
安
を
感
じ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の

行
動
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
市
民
生
活
の
安
心
を
守
る
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
全
力
を
挙
げ
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
政

策
立
案
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

と
く
に
前
回
の
一
般
質
問
で
は
、
公
共
施
設
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
、
相
浦
の
圃
場
整
備
地
を

活
用
し
た
「
農
業
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性
に

つ
い
て
朝
長
市
長
に
提
案
し
ま
し
た
。 

本
年
も
、
子
育
て
世
代
と
し
て
、
持
続
可
能
で
安
心

で
き
る
住
み
よ
い
佐
世
保
市
を
目
指
し
、
未
来
へ
の

責
任
を
果
た
し
て
い
く
決
意
で
す
。 

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
早
期
終
息
を
願
い
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
隆
盛
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

田
山 

藤
丸 
拝 

長男は幼稚園に入園し、最近は体操 

教室に通い始めました。次男も元気 

に成長して、ようやくつかまり立ち 

が出来るようになり、もうすぐ歩き 

そうです。改めて、新型コロナ禍で 

私たちの日常を守るために日々奮闘しておられる医療従事

者の皆様はじめ、すべての方々に感謝申し上げます。旧年中

は大変お世話になりました。新型コロナ感染患者の皆様が、

１日も早くご回復されますようお祈り申し上げます。 

●１９８９年７月２３日生まれ（３１歳） 

●長崎県立大学経済学部地域政策学科 卒業 

●衆議院議員・県議会議員の秘書を歴任 

●佐世保市議会議員（１期目・最年少） 

⇒文教厚生委員会 委員 

石木ダム建設促進特別委員会 委員 

⇒会派：自民党市民会議 

●保護司、相浦青年会、消防団第２６分団 

●佐世保私立幼稚園協会 顧問 

●妻、長男、次男と愛宕町在住 

 

右の QR コード
より９月議会の
一般質問が視聴
できます。 

自民党市民会議・スポーツ振興研究会 

佐世保市総合グラウンドを視察 

講演会 

自民党市民会議会派にスポーツ振興研究会が発足し、私

は事務局長を拝命しました。11 月には、昭和 41 年に整

備され、老朽化が問題となっている佐世保市総合グラウ

ンドを視察。民間企業から講師をお招きし、スポーツ施

設を活かした地方創生について講演いただきました。本

研究会は今後、超党派議連の発足を目指していきます。 

11 月 19 日 

佐世保市動物愛護管理センター整備事業 

長崎県立大学佐世保校キャンパス建替え 
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台風９号・１０号の災害対策、復旧に向けた取り組み 
 

未
来
へ
の
責
任
。 

 

佐世保市の離島、高島町では漁港の浮桟橋が崩落

し、本土と島を結ぶフェリーが運航出来ない状況

に陥りました。島民生活に様々な影響が出る中で

佐世保市は 10 月 1 日より海上タクシーの利用料

の一部補助を開始するなど、各種支援に取り組ん

でいます。同月 10 日には北村衆議院議員、朝長

市長、溝口県議、山下県議と被災状況を視察し、

島民の方々と意見交換を行いました。復旧作業も

着実に進み、昨年末には仮発着場へのフェリーの

運航が再開したものの、浮桟橋の本復旧には来年

２月頃までかかる見通しです。 

ふじまるの♯つぶやき 

《プロフィール》 

 

まちを繋ぎ 

ゆめを育む 

若い力。 

定例会一般質問・朝長市長と質疑 

急病診療所にてコロナ対策を視察 

12 月 11 日 

11 月 28 日 

● お困り事やご要望・ご意見等、お気軽にご相談ください ● 

■避難所における Wi-Fi 環境の整備               

田山：近年ではスマホ等を使って災害情

報を収集する方も増えており、避難所に

おける充電環境、Wi-Fi 環境の整備を早

期に行うべきではないか。 

答弁：今年度中にスマホ等が充電可能な

蓄電池を初期段階で開設する 34 避難所

に配備を行いたい。現在、Wi-Fi 環境は整

備されておらず、平時の利用を含めた整

備の検討を関係部局と進める。 

■非常用電源の整備など停電対策    

田山：２度の台風で市内の広範囲が停電

した。災害対策拠点の各支所、避難所、

離島部に対して非常用電源の確保と燃料

備蓄を図るべきではないか。 

答弁：各支所には小型発電機を配備して

いるが燃料の備蓄は行っていない。また

避難所には非常用電源が整備されていな

いため、関係部局と検討を行いたい。 

■防災ラジオの導入促進        

田山：豪雨時や河川沿いは防災行政無線

が聞こえにくい。災害リスクの高い地域

に防災ラジオを優先的に配備すべきだ。

答弁：優先配備の考え方も含め整備する。 

【台風９号】高島漁港の浮桟橋が崩落 

台風直後の被災状況 

朝長市長と被災状況視察・意見交換 

【2020.9 月.一般質問】 

県立大学前のバス停 

《台風 10 号》 

エレナ相浦店前 

本年も現場主義を貫きます 

 

浅子小中学校体育館 

新型コロナウイルス感染症や発熱症状のある方の受診・相談 

《発熱・倦怠感などの症状がある方》 《一般的なご相談》 

今や誰もが新型コロナウイ
ルスに感染するリスクを抱
えています。感染者や関係者
への差別や偏見の拡がりを
防ぎ、検査の必要と思われる
方が躊躇なく安心して受診・
治療が出来ますように。 

正確な情報を入手し、冷静な判断と
適切な行動をお願いします。 

相浦地区の精霊流しの会場

設営に参加しました。 

地域の方々と改良が必要な

道路を点検しています。 

県立大学の学生と陸自水陸

機動団を見学、意見交換。 

子どもたちの通学路の安全

対策を行っています。 

2020.8.15 2020.12.16 2020.10.14 2020.8.28 

地域にある様々な生の「一次情報」を市政に届ける取り組み 
 

総合グラウンド 相浦駐屯地 相浦町 小野町 

大潟町の西部芳世苑入口付近の建設現場 

人と動物の共生社会を目指し、2021 年度中に完成予定 

第２期工事は地域交流棟の整備が計画されています。 

第１期（食堂棟・管理棟・武道場）が完了 
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相浦圃場整備地の将来構想について 
（総合グラウンド・県立大学前の広大な農地） 

令和 2 年 12 月議会一般質問において、相浦地区

の広大な優良農地が有効活用されていない問題を

取り上げました。かつて 2004 年には大型商業施

設を誘致する計画が立ち上がり、その後も地域か

ら「まちづくりの視点で開発すべき」との声が相

次いできました。今回、私の議会質問も紹介させ

て頂きながら、皆様と一緒に、地域の将来や住み

よい町の実現を考えていきたいと思います。 

農業、スポーツ、商業施設、その先へ 

コロナ禍の「その後」を見据えたまちづくりを提案。 

相浦圃場整備地(相浦土地改良区)の現状 

相浦土地改良区は総合グラウンド、長崎県立大学前に

位置し、地権者 128 人で構成され、面積は約 40ha、

1996 年度までに国・県・市が約 20 億円を投じて圃場

整備が行われました。農地区分は国の甲種農地となっ

ており、原則として開発は認められていません。 

現在は農家の高齢化と担い手不足により、稲作面積は

３割未満、大半が牧草地となっています。佐世保市内

には土地改良区が全１５組織あり、同様の担い手不足

や水路・農道の維持管理や施設の老朽化対策に苦慮し

ておられます。そんな中、土地改良法の改正で簿記の

事務作業が複雑化することなどを理由に、相浦土地改

良区は 22 年春までの解散に向けて準備を進める方針

を決定しました。一方で、解散までの間、市に対して

活性化策の提案を行うこととしています。 

相浦地区を取り巻く環境の変化 

相浦地区は人口約 2 万 8 千人、2010 年に西九州自動

車道の相浦中里 IC が開通し、交通の利便性が大きく

向上しました。現在は佐々IC から佐世保大塔 IC 間の

４車線化工事も始まっています。さらに、2018 年には

新相浦地区公民館「あいあいプラザ」と「相浦公園」

が圃場整備地内に整備され、2019 年には佐世保相浦

工業団地が完成し、分譲を開始しました。 

一方、陸上自衛隊相浦駐屯地に水陸機動団が新設され、

隊員やその家族が大幅に増加し、2020 年には水陸機

動団から市に対し、商業・娯楽施設の整備など生活環

境の改善を求める要望が行われています。 

新たなまちづくりが求められている背景には、相浦の

農地の交通アクセスの良さ、総合グラウンドや大学を

有し、学生や自衛隊など若い方々も多く住む相浦地区

の特性があるのではないでしょうか。 

相浦土地改良区も新たな挑戦をスタート 

2020.11.24     

改良区より役員の

方々、市側より副市

長はじめ関係部局が

参加し、将来に向け

話し合いました。 

市と相浦土地改良区が意見交換 

改良区より活性化策を市に提案 

2020 年 11 月 1 日、相浦土地改良区に活性化推進委

員会が設立され、佐世保市との協議を開始し、地域の

若手や企業も参画、活性化策の検討が始まりました。 

意見交換会の中では

改良区側より農地の

一体的な高度活用に

関する将来構想と活

性化策が市に対して

提案されました。 

田山ふじまるの提案（ビジョン） 

農地を活かし、快適・健幸・まちづくり 

今回の一般質問を含め、地域の将来構想を朝長市長

に提案、行政の後押しをお願いしています。 

皆様のご意見もお聞かせください。 

先端技術を活用した、 

スマート農業の実証 

生産・流通・販売の拠点 

官民連携で、 

スポーツ環境の充実 

総合グラウンドの再整備 

大学・短大と連携促進 

人財育成の拠点 

全員参加型のまちづくり 

自然や環境に調和した 

新しい時代の 

商業施設、賑わい機能 

相浦地区をモデルに、 

スマート・ウェルネス・シティの形成 

《多機能・複合化》 

■相浦土地改良区に関する法的可能性について               

田山：農地法・農振法の観点から、改めて相浦土地改良

区の可能性について本市の認識を問いたい。 

まず、開発の例外許可として、地域の農業振興に係る自

治体の計画に基づく施設とあるが、具体的にどのような

関連施設が立地可能なのか。さらに、国または自治体が

行う事業について開発の許可不要とあるが、現在、老朽

化が問題となっている総合グラウンドを新総合運動公

園として、この農地を活用して移転・再整備することは

法的に可能か。 

答弁：開発が可能な農業関連施設としては、農業用ハウ

スや植物工場、農地で生産された農産物の集出荷施設や

加工・販売施設などがある。また、佐世保市総合グラウ 

2020.12.11 

12 月定例会 一般質問 
 

総合グラウンド 

愛宕山 

長崎県立大学 

相浦圃場整備地 
(相浦土地改良区) 

ンドの移転については、国・自治体が行う場合は法的に 

許可不要であると認識している。ただし、現施設が老

朽化していることだけではなく、農地を転用してまで

総合グラウンドを移転すべきかどうか、公共政策とし

ての必要性・妥当性があることが認められなければな

らず、現状では難しいと考えている。 

 

■スマート農業など農地の高度活用について              

田山：農地の高度活用の一例として、ロボット技術や

AI、IoT の先端技術を導入したスマート農業がある。

農業の省力化・収益性の向上につながり、木質バイオ

マスや太陽光発電などと組み合わせ、食糧とエネルギ

ーの地産地消にも貢献できる。これまで市長は、相浦

土地改良区が優良農地であり、その開発の困難性につ

いて議会で繰り返し答弁してきた。一方で、具体的な

活性化策を地域に提示できていない。 

そこで、相浦圃場整備地を一体的かつ有効的に活用す

る方法を官民連携で調査研究を行うべきではないか。 

答弁：市内の圃場整備地におけるスマート農業など、

先端技術の活用を視野に入れた将来構想や活性化策

を検討することは大変有意義であり、相浦土地改良区

における可能性について調査研究を行うよう農林水

産部に指示した。 

農業のスマート化が普及すれば、地権者をはじめ多様

な経営体による連携や企業の新規参入につながり、地

域の活性化が図られることが期待できる。現在、相浦

土地改良区に地域全体の活性化策を検討する協議会

が設立され、土地の有効活用について研究を深めてい

ると伺っている。改良区の皆さんによる研究結果を踏

まえ、相浦土地改良区を活用した地域振興策を検討

し、取り組みを進めていきたい。 

 

朝長 市長 田山 藤丸 

右の QR コードより 12 月議会の一般質問
が視聴いただけます。ぜひご覧ください。 
●質問項目 （ 田山 藤丸 ） 
１．デジタル環境の整備について 
２．アフターコロナのまちづくりについて 

４月１日より各地区の公立公民館が、 

コミュニティセンターへ移行します。 

 各地区の公立公民館の在り方を見直し、これまでの社

会教育活動に加え、規約がなくても３人以上であれば

利用可能に、また企業や団体による収益を伴う事業や

飲食も原則可能となり、利用の幅が広がります。 


